
 

 

 

 

 

 

１０月 4 日～8日まで、学校では目の愛護週間として、視力検査を行いました。本日配付しました「わたし

のけんこう」に視力検査の結果を記入してありますので、確認してください。なお、視力が両眼B以下で、春

から一度も受診をしていない児童には、受診のお知らせ用紙を配付しました。この機会にぜひ受診をして

いただきたいと思います。 

「わたしのけんこう」裏面の生活チェックもご覧になり、１１月の欄に押印し、連絡袋に入れて１１月 19 日

（金）までに返却してください。 
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A 1.0 以上 

B 0.9～0.7 

C 0.6～0.3 

D 0.3 未満 

 

    第１１号 

令和 3年 11月 12日 

北鯖石小学校 保健室 

 

視力検査の結果、全校の約半分の人が、視力が１．０以下ということが分かりました。 
 

 

 

 
 

などといった、目に良い生活をし、視力低下を防いでいきましょう。 

・勉強をする時の姿勢、テレビやパソコンからの目の距離などに注意する。 

・長時間近くを見続けず、こまめに目を休める。 

・勉強、メディアを利用する時などには、部屋を明るくする。 

視力の割合です（％） 

※左右BC の場合は、 

Cと数えています。 



 

 

石けんを用いて、洗い残しのないように時間を

かけ、指の間や手の甲もしっかりと洗う習慣を身

に付けることが大切です。インフルエンザ以外の感

染症の予防にも効果が期待できます。 

手洗い後は清潔なハンカチや 

タオルでよく手を拭いて、 

乾燥させることも重要です。 

 

 

咳エチケットとは、自分の咳やくしゃみで周り

の人にウイルスを感染させないということです。

咳やくしゃみをする時には、周りの人から顔をそ

むけ、ティッシュなどで口と鼻をおおい、使用し

たティッシュはすぐにフタ付きのゴミ箱に捨てま

す。また、鼻や口を手でおおった場合やティッシ

ュを押さえた手、鼻をかんだ手にもウイルスは

付着していますので、よく手を洗う必要があり

ます。 

 

通常のマスクで、ウイルスを完全にブロックす

ることはできませんが、飛散範囲を狭くし、ウイ

ルスの侵入を約３割減らすといわれています。ま

た、ウイルスが付着した手や口で鼻を触る機会

を減らし、吸う息に湿気を与える効果などもあ

ります。 

 

インフルエンザウイルスは湿度に非常に弱い

性質がありますので、加湿は 

有効な予防対策です。気温が 

下がり、暖房がつくようになっ 

たら、休み時間毎に換気をしていきます。 

 

 

 

 

睡眠がとれない時は免疫力も低下し、風邪

をひきやすくなります。夜ぐっすりと眠り、 

体を休ませてあげる 

必要があります。 

 

 

 

 

 

 

バランス良く、１日３食しっかり食べましょう。

特に、野菜や果物に含まれるビタミン類は、免疫

力や抵抗力を高めるので、 

積極的にとりましょう。 

 

 

 

 

 

朝晩の冷え込みが冬の始まりを感じさせます。日によって一日の気温差が大きく、健康観察から、か

ぜをひいている人が増えていることが分かります。ご家庭でも、予防のご協力をお願いします。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インフルエンザは変異しやすいウイルスです

ので、毎年のワクチン接種が必要とされていま

す。 

予防接種による発症予防 

効果は約70～90％。効果が 

現れるまでに約２週間かかり、 

効果は約５か月持続します。 

まだ、インフルエンザの流行期は先のようです

が、この時期に打っておくと安心です。 

打てば絶対にかからないというものではあ

りませんが、たとえかかっても病気が重くなる

のを防いでくれます。 

 

人が多く集まる場所では、ウイルスに接触す

る機会が多くなります。できるだけ 

感染の機会を減らすために人混み 

を避け、帰宅後は手洗いやうがい 

をするようにしましょう。 

参考資料：厚生労働省、感染対策の基礎知識、https://www.mhlw.go.jp/content/000501120.pdf 


